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八
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二
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〇
二
年
九
月
十
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体
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書
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二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
の
日
朝
首
脳
会
談
に
臨
む
外
務
省
の
体
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

朝
日
新
聞
社
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
船
橋
洋
一
氏
の
著
書
「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

朝
鮮
半
島
第
二
次
核
危

機
」
（
朝
日
新
聞
社
）
の
百
十
七
頁
に
、

「
小
泉
の
秘
密
保
持
は
徹
底
し
て
い
た
。

『
秘
密
に
は
も
の
す
ご
く
厳
格
だ
っ
た
。
私
の
知
る
す
べ
て
の
政
治
家
で
も
っ
と
も
そ
こ
は
厳
し
い
人
だ
っ
た
。
い
つ
ま

で
に
米
国
に
伝
え
る
よ
う
に
と
い
う
（
首
相
の
）
指
示
は
最
後
ま
で
な
か
っ
た
。
（
だ
か
ら
、
米
政
府
に
対
し
て
）
駐
米
大

使
館
経
由
で
知
ら
せ
よ
う
に
も
北
米
局
長
に
も
知
ら
せ
な
い
と
い
う
決
定
だ
っ
た
か
ら
、
電
報
の
打
ち
よ
う
も
な
か
っ
た
』

と
川
口
は
述
懐
し
て
い
る
。
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

船
橋
洋
一
氏
の
取
材
に
対
し
て
、
川
口
順
子
氏
が
一
の
内
容
を
述
べ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
事
実
を
外

務
省
は
い
つ
知
っ
た
か
。

三

二
〇
〇
二
年
八
月
、
九
月
時
点
で
の
外
務
省
北
米
局
長
の
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

三
の
者
が
北
米
局
長
に
在
職
中
に
提
出
し
た
贈
与
等
報
告
書
の
件
数
と
そ
の
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



五

外
務
省
が
二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
小
泉
純
一
郎
総
理
の
訪
朝
計
画
に
つ
い
て
「
北
米
局
長
に
も
知
ら
せ
な

い
と
い
う
決
定
」
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

六

外
務
省
が
小
泉
純
一
郎
総
理
の
訪
朝
計
画
に
つ
い
て
「
北
米
局
長
に
も
知
ら
せ
な
い
と
い
う
決
定
」
を
行
っ
た
と
い
う
事

実
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
は
当
時
、
北
米
局
長
を
つ
と
め
て
い
た
者
が
秘
密
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

懸
念
が
あ
っ
た
か
ら
か
。

七

二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
小
泉
純
一
郎
総
理
の
訪
朝
準
備
過
程
に
お
け
る
当
時
の
川
口
順
子
外
務
大
臣
の
対

応
が
適
切
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
外
務
省
は
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


